







歌謡研究者や日本文学研究者によって 「甚句」 は研究されてきた （注
１） 。名古屋では、尾崎久弥をはじめ する研究が備わ （注２） 。筆者も、名古屋甚句のルーツを考える手がかりが、三河の足助の綾渡の盆踊に求められることを提示するなど、考察を試みてきた （注３） 。しかし、 「甚句」 とは元来どんな歌謡 のか 未だによくわかっていないのが現状であろうと思われる。
本稿では、まず、 「甚句」 の名称が人名に由来することを示し、その


































「甚句」 の名称の由来はどこに求められるのであろうか。名古屋甚句を例にとれば、演者の名前は甚鍵や甚富など、全て「甚」が付く。なぜ甚句といい、その担い手には「 」を付すのであろうか。中国最古の部首別字書『説文解字』 （ 『説文』 。西暦一〇〇年頃成立）
では、 「 」を「甘」と「匹」を合わせた会意文字であると説く 「甘」は食道楽で、 「匹」は性の快楽の意であり、そこから「食道楽や女道楽に深入りする」の意味を表すようになったとし、従来 辞書は、おおむねこれに従っている（注
4） 。
それでは、甚鍵や甚富など、 「甚」は何故人名に付くのであろうか。
誰でもすぐに想起するのは「甚兵衛（甚平） 」であろう。 袖なし羽織」の意味 人口に膾炙している語であるが、 兵衛（平） 」が付されてることから人に関わる語であ 。川柳に 甚兵衛が女房とうとう泣殺し」 （ 『川傍柳』二編、天明元年〔一七八一〕刊） ある如く、 「好色な人、精力の強い人」を 名のように表していう語である。






































































「団十郎」は七代目市川団十郎である。 「おのへ」は三代目尾上菊五郎で、 「兼ねる菊五郎」と呼ばれ、 『東海道四谷怪談』初演では、お岩と小仏小平の二役を演じた。 「善二」 は二代目の坂東善次で、父の初代善次は「築地の善好」と呼ばれた人気道化役者で、鶴屋南北の協力者であった。他に松本染五郎、中村千代飛助の名前が見られる。ト書きに二箇所、台詞に一箇所の合計三箇所に「甚九」と記されて
いる。三箇所とも全て、現在 「句」ではなく、漢数字の「九」が用
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に「甚句」 はなく、 「甚九」と記されている。 紙に「長崎ゑびや」とある如く、長崎の小間物売り屋の息子で、大阪へ出て呉服商となって成功した、 甚九（郎）の一代記を歌った叙事的な歌謡である。以下、本文を抜粋して記す。
今度長崎のえびやの甚九、親の代から小間物売りで、とんと小間物売り屋をやめて、今は大阪へ糸物だてよ（中略）荷物と のえ今日吉日と、帆をば巻き上げせび口つめて、周防灘めも首尾よく渡り、播磨灘めも早 打ち過ぎて、須摩や明石の名所を眺め一の谷また兵庫の沖や、甚九恋風吹 まくりつゝ行けば程なく大阪の津へ（中略）ちよつと新町遊びに行 て（中略）露にこがるゝ道芝殿と、ちよつと繋がり尽きせぬ仲よ、永き縁となりに り も
挿図（架蔵本表紙）
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 うたひますべい。笑はつしゃるべいがどうするもんだ（ト大きな声にて）今度喜代がさき海老屋の甚九。親の代から小間物売りよ。今は小間物売り屋をやめて、大坂通ひの糸 立よ（以下略）綾や錦を下荷に積で （中略） 白帆まき上て蝉口しめて、表上りて塩風みれば甚九恋風はや吹まくる。周防灘をも七十五里よ。播磨灘をも三十五里よ。はるか見ゆるが津の島灘 （中略）
甚九
運が能きや






行歌に詳しい。坂東三十三箇所巡りの際に歌う御詠歌、茨城県潮来地方をルーツと 、明和頃（一七六四～七一）から江戸で流行った潮来節、寛文頃（一六六一～七二）から流行したしょんがえ節、更には勢州川崎節（伊勢音頭）と並んで「甚九（節） 」をあげている。中でも『海老屋の甚九』 が面白く、口説節であると説明している。山出し下女は「もちと口説けば事長くなる」と途中で歌うことをやめるが、歌っている 海老屋の甚九」の文句は、前節で見た『ゑびやの甚九ふし』の歌詞とほぼ同文である。 『ゑびやの甚九ふし』 が東国の地まで伝播していたことがわかる。
結び
以上検討してきたように、 「甚」 は人名に被せられる語であり、現在
は「甚句」と表記されているが、本来は「甚九」であることが明らかとなった。 「甚九」ないしは「甚九郎」は、 「ゑびやの甚九 郎 で、長崎の小間物売り屋で、大阪で成功した人物であ 「ゑびや 甚九（郎） 」の出世譚は『ゑびやの甚九ふし』として、兵庫から全国に伝播し、東国の地でも盛んに歌われた。そのことは、 『ゑびやの甚九ふし』と題された歌謡集が複数残ることや、式亭三馬 『浮世風呂』の記述によって裏付けること できる。
日本を代表する人形劇である人形浄瑠璃文楽のルーツは『浄瑠璃物
語』と呼ばれる浄瑠璃御前（姫）の一代記である。物語 主人公の名前が芸能の名称となった。 「甚九（節） 」も浄瑠璃と同様に、歌の主人
公の名が歌謡ジャンルの名称となったのである。（注
１）藤田徳太郎『近代歌謡の研究』 （人文書院、昭和二九年） 、浅野建二『日本歌謡の発生と展開』 （明治書院、昭和四七年）など。
（注
２）尾崎久弥「正事記 名古屋甚句」 （ 『名古屋叢書索引』名古屋市教育委員会、昭和五三年、四二五頁）など。
（注
３）拙稿「名古屋甚句と綾渡の盆踊」 （ 「名古屋芸能 化」第二五号、名古屋芸能文化会、平成二七年） 。
（注４）しかし、例えば鎌田正・米山寅太郎『大漢語林』 （大修館書店、平成
四年、九四五頁）では 象形、つまり字形としては、金文の実例などから、 「甚」は、 「
」 （おきかまど）のもとの字で、 「耽」 （タン。ふける）
に通じ、そこから 現在用いられている「はなはだ い」という程度を越すという意味が定着したとの説もある。
（注





7） 四世坂東鶴蔵は、明治三八年～昭和三二年 （一九〇五～五七） 。鶴丸、







催・中京大学文化科学研究所（所長・明木茂夫教授） 、於・中京大学清明ホール、二〇一七年三月九日） において、 「甚句という歌謡―甚句から甚九へ―」 と題して講演をさせて頂いた内容の一部をもとに成稿したものである。講演の機会を与えて頂いた中京大学、講演と原稿作成にあたり、貴重な資料の閲覧をご許可頂いた所蔵機関に心から御礼を申し上げます。　　　　　
 （ふかや・だい。中京大学国際教養学部非常勤講師。中京大学文化
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科学研究所準所員）
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